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1.主旨説明  兼松学(東京理科大学) 

2.主題解說 

❶耐久設計の再構築に向けた課題整理    

兼松 学(前掲) 

➋腐食環境評価に向けた課題の整理(水作用環境・腐食速度) 

酒井正樹(大林組) 

➌既存構造物評価・診断との整合に関して   

濱崎仁(芝浦工業大学) 

❹環境対応型コンクリート利用に向けた課題の整理 

辻大二郎(竹中工務店) 

❺構造設計との整合に関する課題の整理    

岸本一藏(近畿大学) 

3.討論 

4.まとめ      .野口貴文(東京大学) 

 

2017 年大会パネルディスカッションでは、「中性化は寿命か?」と題して議論を行い、中

性化はあくまで設計指標であって限界状態の指標ではないことを改めて指摘・確認し、限界

状態再考の端緒を開いた。 

このような議論を背景として、2022 年の JASS5 大改定では、一般劣化環境として腐食環

境と非腐食環境を考慮する考え方が示され、非腐食環境下においては標準仕様の範囲では

耐久性の検証を行わないことが定められた。このことは、今まさに中性化のみを指標とした

耐久設計から離れ、鉄筋腐食を指標した新たな視点での耐久設計手法の確立が求められて

いることを意味している。また、このような考え方は、近年、環境対応などにおいて多様化



するコンクリートに散見される中性化の早いコンクリートの耐久性確保において、新たな

視点を与えるものとなることが期待される。さらには、ここでの議論は、長期供用されすで

に中性化が進行してしまった既存鉄筋コンクリート構造物の耐久性確保においても、中性

化を抑制する対策以外の手段を講じることが可能であることを支える基盤となると考えら

れる。 

本研究協議会では、新規構造物の耐久性の考え方のみならず、既存構造物の耐久性評価、

維持保全、構造性能との関係を包括的に考え、次世代の鉄筋コンクリート造建築物の耐久設

計のあり方について討議する。 


